
２０２５年度学校関係者評価報告 

 

１．日 時  ２０２６年３月１８日（水）１４：００～１６：００ 

２．場 所  愛仁会看護助産専門学校 2 階 会議室 

３．出席者   

評価委員：５名 

（業界関係者）    八田 武志（名古屋大学・関西福祉科学大学 名誉教授） 

（業界関係者）    松原 正明（社会医療法人愛仁会 常務理事・局長） 

（業界関係者）    増山 路子（愛仁会本部 看護部門特任理事） 

（学校運営専門家） 水口 正子（明石医療センター附属看護専門学校 副学校長） 

      （卒業生）      池上 梓（愛仁会看護助産専門学校同窓会 前会長）        

学校出席者：１１名 

    本山 覚   愛仁会看護助産専門学校 学校長          

    藤尾 泰子   愛仁会看護助産専門学校 副学校長        

   小林 理絵   愛仁会看護助産専門学校 看護学科 教育主事 

   清水 弘子   愛仁会看護助産専門学校 看護学科 教育主事  

    大石 有香   愛仁会看護助産専門学校 助産学科 教育主事 

長澤 亜由美 愛仁会看護助産専門学校 看護学科 学科調整者 

    西山 玲子   愛仁会看護助産専門学校 看護学科 学科調整者 

長嶺 洋子  愛仁会看護助産専門学校 看護学科 実習調整者 

大西 恵梨  愛仁会看護助産専門学校 看護学科 実習調整者 

    木田 尚樹   愛仁会看護助産専門学校 事務部長 

    川口 璃子   愛仁会看護助産専門学校 事務職員（書記） 

    

４．評価概要  

２０２５年度学校関係者評価資料に基づく書類審査 

   

評価項目については、厚労省の看護師養成所の自己評価指針の基準に基づき以下のとおり実施した。 

Ⅰ 教育理念・目的・育成人材像  Ⅵ 入学 

Ⅱ 教育目標               Ⅶ 卒業・就業・進学 

Ⅲ 教育課程経営                     Ⅷ 地域社会/国際交流 

Ⅳ 教授・学習・評価過程            Ⅸ 研究 

Ⅴ 経営・管理過程                

 

５．評価結果 

  評価基準（３：十分満たしている、２：満たしている、１：改善の余地がある、０：改善すべきである）に基づき、

別紙の通り評価を行った。 

 

６．今後の取り組み 

   各評価委員から貴重なご意見を頂き、今後も、学校関係者評価の結果を踏まえ、学校関係者と連携・ 

協力し、教育水準の向上、学校運営の改善、強化に取り組んで参ります。                 以上 

 



 

２０２５年度分 評価結果 

 

 自己評価 学校関係者評価 

評価基準 

３：十分満たしている 

２：満たしている 

１：改善の余地がある 

０：改善すべきである 

３：十分満たしている 

２：満たしている 

１：改善の余地がある 

０：改善すべきである 

Ⅰ教育理念・教育目的 2.7  2.3 

Ⅱ教育目標 2.6  2.0 

Ⅲ教育課程経営 2.6  2.0 

Ⅳ教授・学習・ 

評価過程 
2.7  2.7 

Ⅴ経営・管理過程 2.7  2.0 

Ⅵ入学 2.8  1.3 

Ⅶ卒業・就業・進学 2.3  2.3 

Ⅷ地域社会/国際交流 2.5  2.3 

Ⅸ研究 1.8  2.0 

総評 
 

 

・理念、目的、目標において一定数「あまり思わない」と回答して

いる学生がいるので、どこでそのように感じたのかが分析が必要 

である。 

・多様な場で終末期ケアに触れられる学び、はたくさんの実習現

場に協力が仰げる愛仁会の強みである。 

・推薦入学基準やオープンキャンパス・ホームページの改良など

により受験生増加の尽力下さい。 

 


